
広報 2013

1/1・15

●寒さから水道管を守りましょう
●農業所得の収支計算相談会を開催　
●募集　えこリーダー養成講座
●プラザフェスティバル2013
●胃がん・大腸がん検診
　（平成24年度最終日程のご案内）
●書き損じはがきをお寄せください
　ユネスコ世界寺子屋運動
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特集　
　今年の抱負
　脱メタボ

今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の
合併号です。1月15日号は発行しません。
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メタボリックドミノ
　

今
年
の
抱
負
　
脱
メ
タ
ボ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に

本
当
に
肥
満
と
病
気
っ
て

関
係
あ
る
の
？

　

運
動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
・
飲
み

過
ぎ
、
喫
煙
な
ど
生
活
習
慣
の
乱

れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
肥

満
が
続
く
と
、
血
管
の
状
態
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う

に
、
生
命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
病

気
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
や
糖

肥
満
は
糖
尿
病
・
高
血
圧
の

発
生
に
関
係
あ
り
！

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
肥
満
と
糖
尿

病
・
高
血
圧
の
関
係
を
表
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｍ

Ｉ
値
が
大
き
い
人
ほ
ど
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
の
有
所
見
率
（
※
）
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
肥
満
は
高
血

圧
や
糖
尿
病
の
発
生
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま

す
。

※
有
所
見
率　

検
診
な
ど
を
受
け

た
人
の
中
で
、「
要
指
導
（
生

肥満と糖尿病・高血圧の関係

尿
病
に
達
し
て
し
ま
い
ま
す
（
左

図
参
照
）。

　

動
脈
硬
化
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
死
因
の
約
26
％
に
も
な
る
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
引
き
金
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
ま
ず
は
ふ
だ
ん
の
生
活
か
ら

肥
満
の
改
善
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

「
今
年
の
抱
負
は
脱
メ
タ
ボ
！
」
の
は
ず
が
、年
末
年
始
に
つ
い
つ

い
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に･･･

。
寒
い
と
体
を
動
か
す
の
も
お
っ

く
う
で
、
痩
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
太
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
も
あ
り
が
ち
で
す
。

で
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
、
今
年
こ
そ
「
脱
メ
タ
ボ
」
の
実
現
を

目
指
し
た
一
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

メ
タ
ボ
と
は

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」
の
略
称

で
す
。

肥
満
を
背
景
に
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
の
う
ち
の
２

項
目
以
上
に
該
当
し
て
い
る
人
は
メ
タ
ボ
で
す
。

伊
藤
裕
さ
ん
（
慶
応
大
学
医
学
部
教
授
）
が
提
唱
し
て
い
る
も

の
で
、肥
満
が
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
ド
ミ
ノ
に
例
え
て
い
ま
す
。
最
初
の
「
ド
ミ
ノ

（
肥
満
）」
が
倒
れ
る
と
、
次
の
ド
ミ
ノ
（
高

血
圧
）
が
順
番
に
倒
れ
て
い
く
よ
う
に
重

症
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
）」「
要
医
療
（
医
療
受
診
の

必
要
が
あ
る
）」「
治
療
中
（
健

診
受
診
時
、
す
で
に
治
療
中
で

あ
る
）」
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ

た
人
の
割
合

平成 23 年度に彦根市の健診を受けた人（40 〜
74 歳の男女）約 5,000 人のデータをもとに作成
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１
月　

　

21
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
同

　

３
時

　

集
合
場
所　

市
立
図
書
館
駐

車
場
（
尾
末
町
）

　

見
ど
こ
ろ　

彦
根
の
城
下
町
を

歩
き
ま
す
。

２
月　

　

21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
同

　

３
時

　

集
合
場
所　

河
瀬
地
区
公
民

館
（
森
堂
町
）

　

見
ど
こ
ろ　

河
瀬
駅
周
辺
や
河

瀬
神
社
を
巡
り
ま
す
。

３
月　

　

21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
同

　

３
時

　

集
合
場
所　

南
地
区
公
民
館

（
甘
呂
町
）

　

見
ど
こ
ろ　

春
の
訪
れ
を
感
じ

さ
せ
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
。

　

今
回
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
60

の
手
習
い
で
始
め
た
ギ
タ
ー
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ギ
タ
ー
を
演
奏
し
て
い
る
自

分
の
写
真
を
見
て
、「
体
を
引
き

締
め
て
、
か
っ
こ
よ
く
ギ
タ
ー
を

弾
き
た
い
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

実
は
、
７
年
前
に
毎
日
歩
い

て
、
１
年
で
10
㎏
痩
せ
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
当
時
の
よ

う
に
が
む
し
ゃ
ら
に
歩
い
て
痩

せ
る
こ
と
は
、
足
腰
を
痛
め
て
し

ま
っ
て
無
理
は
で
き
な
い
ん
で

す
。

　

そ
こ
で
、「
負
担
に
感
じ
る
こ

と
な
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
」
と
、
彦
根
市
が
行
っ
て

い
る
「
３
か
月
で
３
㎏
ダ
イ
エ
ッ

ト
講
座
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
体
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
運
動
を
学
ん
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
面
で

は
、「
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
」「
野
菜

か
ら
食
べ
る
」
理
由
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
筋
力
ト
レ—

ニ
ン
グ

や
有
酸
素
運
動
な
ど
も
、
専
門
家

に
正
し
く
体
重
を
落
と
す
方
法

を
教
え
て
も
ら
え
た
り
し
ま
し

た
。

　

講
座
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

で
も
、
毎
日
、
ノ
ー
ト
に
記
録
を

付
け
て
体
重
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
目
標
は
20
代
の
頃
の
体
重
で

す
。
２
～
３
か
月
で
見
違
え
る
ほ

ど
体
型
は
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、「
控
え
気
味
」
で

も
い
い
か
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
長
く
続

け
る
こ
と
が
大
切
と
悟
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
ゆ
っ

く
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

教
え
て
！
　
健
康
運
動
指
導
士
さ
ん

　
　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員
・
健
康
運
動
指
導
士

前
川　

麻
紀 

さ
ん

ダイエット インタビュー

「控え気味」が

長続きのコツ

72.1kg

　　（３か月後には）

　　　67.5kg（4.6kg 減）

毎
月
　
　
　
日
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
歩
き
隊
の
日

　
　

寒
い
時
期
こ
そ
、
み
ん
な
と
一
緒
に
歩
い
て

　
　

脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
よ
う
！

栄
養
相
談

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体

重
増
加
が
気
に
な
る
人
は
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程　

　

▼
１
月
25
日
㈮

　

▼
２
月
18
日
㈪

　

▼
３
月
11
日
㈪　

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
９

時
～
、
同
10
時
20
分
～

<

予
約
制
、
各
１
人>

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
（
平
田
町
）

※
右
記
の
日
程
以
外
で

も
、
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
「
栄
養
相
談
」
の
日
程

は
、
広
報
ひ
こ
ね
の
毎

月
15
日
号
で
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▶
季
節
や
歴
史
を
感
じ
る
コ
ー
ス
を

　

歩
き
ま
す

減量したら、血圧・血糖値も下がりました
   　　　　　　　　　　　　　Ｋ・Ｔさん（53）　女性
　昨年に、特定健康診査を受診して、医師と保健師か
ら減量を勧められ、１年で６㎏余り減量しました。
　続けてやっていたことは、週３回の食後のウォーキ
ングです。食事面ではなるべく、炭水化物とアルコール
を控えて、毎食野菜を食べるように心がけました。１
年継続して減量の効果が、血圧などの数値結果に表れ
て嬉しかったです（左の「脱メタボ　成功 !!」参照）。これ
からも、健康のために、あせらずゆっくり続けていき
ます。

「
３
か
月
で
３
㎏
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
座
」
を
受
講
し
た

　

加
藤　

博 

さ
ん　

（63）

脱メタボ　成功 !!

体重（kg）　 84.1　→　77.9（ー 6.2kg）
腹囲（cm）　98.0   →　94.7（ー 3.3cm）
血圧（mmHg)　137 ／ 85 　→  101 ／ 69
糖尿病検査（※）
　空腹時血糖（g/dl)   　137　 →　101
　HbA1c(%)  　　　 　 6.6　 →　 5.5

※糖尿病検査　
空腹時血糖は、血液中にあるブト
ウ糖の値を測ります。HbA1c は、
過去１～２か月の平均的な血糖の
状態が分かり、飲食により常に変
動する血糖値とは違い、糖尿病の
リスクを知る有効な検査です。

Ｑ
．
脂
肪
が
燃
え
や
す
い
運

動
っ
て
？

Ａ
．
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸

素
運
動
で
す
。
脈
拍
が
安
静
時

の
１
・
５
倍
の
状
態
で
20
分
以

上
続
け
る
と
、
脂
肪
が
燃
え
や

　

す
く
な
り
ま
す
。
朝
食
前
や
食

後
す
ぐ
は
避
け
て
、
無
理
な
く

歩
い
て
く
だ
さ
い
。
市
民
体
育

セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
な

い
と
き
は
ど
う
し
た
ら

い
？

Ａ
．
室
内
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
オ
ス
ス
メ
。

意
識
的
に
運
動
し
な
け
れ
ば
、

　

筋
肉
量
は
20
歳
を
ピ
ー
ク
に
年

　

に
１
％
ず
つ
減
少
し
ま
す
。

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
は
け
が
の
防
止

と
疲
労
回
復
、
筋
ト
レ
は
代
謝

を
上
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
歯
み
が
き
を
し
な・

が・

ら・

ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
、「
な
が
ら

運
動
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｑ
．
運
動
し
た
こ
と
が
な
い

ん
で
す
…
。

Ａ
．「
無
駄
な
動
き
」
が
ポ
イ
ン

ト
。
外
出
時
に
わ
ざ
と
遠
く
に

駐
車
す
る
、
階
段
を
使
う
な
ど
、

と
に
か
く
、
よ
く
動
く
生
活
を

心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
歩

く
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
歩
数
計
を
使
う
の
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。▲「自分にあった方法を見つ

け、長く続けることで効果
が出てきて、理想の体を手
に入れることができます」
と話す前川さん

保健師のススメ
★毎日の体重測定
★なるべく運動
★軽めの夕食

★食事開始はまず野菜
（※果物や菓子類は間食よりも食後）

21
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住
基
カ
ー
ド
の
発
行
、
公
的

個
人
認
証
の
発
行
な
ど
が

一
時
で
き
な
く
な
り
ま
す

　□市
市
民
課

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
の
た
め
、

次
の
と
お
り
業
務
の
一
部
の
受
付

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈪　

午
前
８
時

30
分
～
同
10
時

受
付
で
き
な
い
業
務　

住
基
カ
ー

ド
の
発
行
・
券
面
更
新
、
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
証

明
書
）
の
発
行
、
住
民
票
の
広

域
交
付
、
住
基
カ
ー
ド
を
用
い

た
転
入
・
転
出

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

　□市
上
下
水
道
業
務
課

防
寒
の
仕
方

　

保
温
材
を
蛇
口
の
と
こ
ろ
ま
で

巻
い
て
く
だ
さ
い
。
毛
布
・
布
な

ど
を
保
温
材
と
し
て
利
用
し
た
と

き
は
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
り
つ
い
て

水
が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

確
認
す
る
期
間　

１
月
８
日
㈫
～

３
月
25
日
㈪

確
認
作
業　

彦
根
市
の
委
託
業
者

が
「
上
下
水
道
台
帳
整
備
業
務

従
事
者
証
」（
イ
メ
ー
ジ
：
左
図
の

と
お
り
）
を
携
帯
し
、作
業
を
行

い
ま
す
。

お
願
い

▼
確
認
作
業
の
た
め
、
敷
地
内
に

立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
確
認
作
業
の
立
ち
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
道
メ
ー

タ
ー
な
ど
が
屋
内
に
あ
る
場
合

は
立
ち
会
い
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
確
認
作
業
の
支
障
と
な
り
ま
す

の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上

に
物
を
置
い
た
り
、
車
を
駐
車

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
水
道
工
務

課
☎
22-

２
６
４
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

５
４
３
３
番

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
指
定
工
事
事
業
者
名
は
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
下
水
道

部
：
上
水
道
に
関
す
る
こ
と
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業

務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

上
下
水
道
設
備
（
水
道
メ
ー

タ
ー
、
公
共
汚
水
ま
す
な
ど
）

を
確
認
し
ま
す

 

　     

□市
上
下
水
道
部　

　

彦
根
市
で
は
、
上
下
水
道
の
適

正
な
維
持
・
管
理
を
目
的
に
、
台

帳
の
シ
ス
テ
ム
化
（
電
子
化
）
を
行

い
ま
す
。

　

各
家
庭
の
上
下
水
道
設
備
（
水

道
メ
ー
タ
ー
、
公
共
汚
水
ま
す
な
ど
）

の
設
置
状
況
の
現
地
確
認
（
作
業
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
市
の
上
水
道
（
市
水

道
）
ま
た
は
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
区
域

農
業
所
得
の

収
支
計
算
相
談
会
を
開
催

　□市
税
務
課

　

平
成
17
年
産
分
ま
で
農
業
所
得

標
準
を
利
用
し
て
い
た
小
規
模
農

家
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
申
告
時

に
添
付
す
る
農
業
収
支
内
訳
書
を

作
成
す
る
た
め
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

防
災
展
を
開
催
し
ま
す

　

過
去
の
災
害
記
録
を
は
じ
め
、

家
庭
・
地
域
で
の
防
災
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し

ま
す
。

　

き
っ
と
役
立
つ
防
災
対
策
ポ
イ

ン
ト
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

期
間　

１
月
15
日
㈫
～
同
22
日
㈫

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
写

真
パ
ネ
ル
展
示
、
防
災
用
品
の

展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

１
月
17
日
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

１
月
15
日
～
同
21
日
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　　□市
危
機
管
理
室　

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
当
時
の

被
災
地
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動

が
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
住
民
の
自

主
的
な
防
災
活
動
の
必
要
性
を
理

解
し
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
月

17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、１
月
15
日
か
ら
同
21
日
を

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
も
、
改
め
て

防
災
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
災
害
時
の
備
え
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　　　　　□市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

祝
日
な
ど
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

　

１
月
は
、祝
日
等
の
関
係
で
、埋

立
ご
み
の
収
集
が
、
通
常
の
収
集

日
に
比
べ
て
、
１
週
間
遅
れ
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
４
日
㈮
は
、「
缶
・
金
属
類
、

び
ん
類
」
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
は
、
通
常
ど
お
り
収
集

し
ま
す
。

　

１
月
14
日
（
月
・
祝
）
は
、
通
常

ど
お
り
収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
み
等
の
収
集
の
日
程
は
、
各

家
庭
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
「
ご

み
等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
や
資
源
の
出
し
方
と
マ
ナ
ー

　

ご
み
や
資
源
を
出
す
場
合
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
や
資
源
は
、
収
集
日
の
午

前
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
や
資
源
は
、
必
ず
分
別
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
「
燃
や
す
ご
み
」「
埋
立
ご
み
」

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」の

３
種
類
の
ご
み
等
は
、
必
ず
彦

根
市
指
定
の
専
用
袋
を
使
っ
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
載
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

　□市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
調
製

さ
れ
ま
す
。
選
挙
人
の
資
格
が
あ

る
人
は
、
こ
の
名
簿
へ
の
登
載
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
に
あ
り

ま
す
。

資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
20

歳
以
上
（
平
成
25
年
３
月
31
日
現

在
）
で
、

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

②　

①
の
人
と
同
居
す
る
親
族

（
６
親
等
以
内
）
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
・
社
員
・
株
主
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
人

申
請
期
限　

平
成
25
年
１
月
10
日

㈭
申
請
書
提
出
先　

農
業
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

　

て
氷
を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
破
裂
し
た
部

分
に
布
や
テ
ー
プ
を
巻
い
て
応

急
手
当
を
し
、
彦
根
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者（
以
下　

指

定
工
事
事
業
者
）
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
敷
地
内
の
修
理
は
、
必
ず
指
定

工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。修
理
に
か
か
る
費
用
は
、お

客
様
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
年
末
年
始
は
、
各
指
定
工
事
事

業
者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
給

水
装
置
の
事
故
は
、
特
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
水
道
の
給
水
に
関
す
る
工
事
は
、

法
令
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
法
や

彦
根
市
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
工
事
事
業
者
が
、
施
工
す

▲上下水道台帳整備業務従事者証（実際の
サイズ：縦約６㎝×横約 8.5㎝）

※
相
談
会
で
は
、
確
定
申
告
書
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

平
成
17
年
産
分
ま
で
農
業

所
得
標
準
を
利
用
し
て
農
業
所

得
の
申
告
を
し
て
い
た
人
（
出

荷
し
て
い
る
小
規
模
農
家
）

日
程　

上
表
の
と
お
り

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
大

農
具
の
取
得
価
額
や
取
得
日
が

分
か
る
資
料
、
収
入
や
経
費
の

分
か
る
書
類
（
帳
簿
、
領
収
書
、

固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
な
ど
）

そ
の
他　

事
前
に
、
収
入
と
経
費

を
で
き
る
範
囲
で
集
計
し
て
い

た
だ
き
、
相
談
会
で
は
不
明
な

点
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民

税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◀
平
成
23
年
度
の
「
防
災
展
」
の
様
子
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「
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」
を

送
付
し
ま
す

～
確
定
申
告
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
～　　　　　□市

保
険
料
課　

　

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を

す
る
と
き
に
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
、
平
成
24
年
中
に
支

払
っ
た
保
険
料
額
の
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。（
書
類
の
添
付
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
対
し
、
１
月
下
旬
に
、
次
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
確
定
申

告
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
「
平
成
24
年
中
に
納
付
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

▼
「
平
成
24
年
中
に
納
付
さ
れ
た

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

※
国
民
健
康
保
険
料
は
、
世
帯
主

が
納
付
義
務
者
と
な
る
の
で
、

世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

※
「
お
知
ら
せ
」
に
は
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
額（
特
別
徴

収
の
金
額
）は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
る
額
は
、
年
金
保
険
者
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課

☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

単
位
区
設
定
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

□市
企
画
課

　

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
を
調

査
期
日
と
し
て
、「
住
宅
・
土
地
統

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
か
ら

高
速
道
路
の
本
線
に
接
続
で
き
る

よ
う
に
設
置
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
以
下　

IC
）
で
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
を
搭
載
し
た
車
両
に
限
っ
て
通

行
を
可
能
と
し
て
い
る
IC
で
す
。

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
IC
は
、
名

神
高
速
道
路
彦
根
IC
と
八
日
市
IC

の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
位
置
す
る
秦

荘
パ
ー
キ
ン
グ
を
利
用
し
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
25
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、
着
々
と
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
IC
へ
の
接

続
は
、
名
神
高
速
道
路
と
並
行
す

る
国
道
３
０
７
号
の
み
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
道
８
号
か
ら
誘

導
で
き
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
平

成
22
年
度
か
ら
滋
賀
県
と
各
市
町

で
協
議
検
討
を
積
み
重
ね
、
今
年

度
、
豊
郷
町
と
愛
荘
町
を
中
心
と

し
た
ル
ー
ト
を
決
定
し
ま
し
た
。

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

ス
マ
ー
ト
IC
に
誘
導
で
き
る
道

路
の
ル
ー
ト
は
、
国
道
８
号
高
野

瀬
交
差
点
の
県
道
豊
郷
停
車
場
線

か
ら
県
道
目
加
田
湖
東
線
、
愛
荘

町
道
な
ど
を
経
て
ス
マ
ー
ト
IC
に

接
続
し
ま
す
が
、
区
間
の
途
中
で
、

バ
イ
パ
ス
道
路
や
道
路
の
整
備
が

必
要
な
箇
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

圏
域
で
は
、滋
賀
県
に
対
し
、こ

れ
ら
の
未
整
備
箇
所
の
整
備
促
進

を
図
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

▶
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
IC
ラ
ン
プ
橋

の
架
設
工
事

　

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
、
バ
イ
ク

（
自
転
車
）
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態

学
）
の
合
成
語
で
す
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を

持
つ
自
転
車
を
活
用
す
る
こ
と
や
、

自
転
車
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
自
然
豊
か
で
人
間
味
あ
ふ
れ

る
社
会
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
市
民
運

動
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

●
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
状
況

　

環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
の
普

及
と
湖
東
地
域
の
魅
力
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
ク
イ
ズ
を
取

り
入
れ
た
ラ
リ
ー
形
式
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
ク
イ
ズ
（
一
例
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

▼
第
１
回
目　

彦
根
市
～
多
賀

町　

行
程
18
㎞

▼
２
回
目　

愛
荘
町
～
豊
郷
町

～
甲
良
町　

行
程
35
㎞

　

●
サ
イ
ン
調
査

　

こ
れ
ま
で
の
圏
域
全
体
の
自
転

車
に
よ
る
移
動
網（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

は
、
主
に
観
光
名
所
を
軸
に
形
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
通

勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
生

活
に
視
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

各
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

自
転
車
に
よ
る
移
動
エ
リ
ア
（
近

江
鉄
道
沿
線
、
中
山
道
沿
線
、
Ｊ
Ｒ
沿

線
な
ど
）
を
設
定
し
た
後
、自
転
車

が
通
行
で
き
る
歩
道
や
、
路
面
表

示
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
の
調
査
（
サ
イ
ン
調
査
）
を
行

い
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
整
備
構

想
を
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

●
新
た
な
マ
ッ
プ
の
作
成

　

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ
は
、
平

成
22
年
度
作
成
し
た
も
の
を
基
に
、

同
23
年
度
に
は
さ
ら
に
情
報
を
追

加
し
て
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
エ
リ
ア
を
絞
っ
て

自
転
車
を
電
車
に
乗
せ
て
移
動
す

る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
利
用
で
き
る
箇

所
、
駐
輪
場
の
有
無
な
ど
を
取
り

入
れ
た
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
り
、

３
月
中
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番　

▶
緑
い
っ
ぱ
い
の
芹
川
沿
い
を
走
り
、
多

賀
大
社
を
参
拝
す
る
コ
ー
ス

▶
金
剛
輪
寺
周
辺
を
巡
る
コ
ー
ス
。
距
離

が
長
く
、
坂
道
が
多
い
、
ち
ょ
っ
と
大

変
な
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
充
実
感
は
最

高
！

▲ Q・旧豊郷小学校正
門の向かいにある、
中山道○○○の郷の
碑

　A・やりこ

「
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の
促
進

　前号では、私の祖父のことを書きました。日本か
ら移民した祖父が、ブラジルの法律や規則を守りな
がら、家では日本人としての生活を送っていたとい
う話です。
　住み慣れた国から違う国に移住するとなると、大
変なことがいくつかあります。
　例えば、移住した国の習慣、常識、法律などが分
からなかったり、違うということに気づかなかった
り、また知っていても共感できなかったり、という
こともあります。

　私が来日してから、「日本に住んでいる外国人は、
ルールを守らないから困る」という話をよく聞きま
した。でも、これは、自国と他国の常識やルール
の違いに、お互いが気づいていないだけなのかも
しれません。このコーナーで、ブラジルの文化や習
慣を紹介しているのは、各国の「違い」を認め合い、

「同じ」を共感できるところを一緒に探していきた
いからです。
　そうすれば、外国人と話すときや、何かを説明す
るときに、お互いの「違い」や「同じ」を認め合っ
て会話をすることができるのではないでしょうか。
　人とつながるということは、そういった一人ひと
りの小さな気遣いなのかもしれません。それがで
きれば、例え国が違っても、お互いの理解も深ま
り、世界との距離がもっと縮まるのではないかと思
います。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
先

立
ち
、
調
査
を

円
滑
に
行
う

た
め
、
指
導
員
が
市
内
を
巡
回
し

て
住
宅
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
ま

す
。

　

指
導
員
は
指
導
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。
巡
回
期
間
は
、
１
月

中
旬
か
ら
２
月
上
旬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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恒
例
の
彦
根
市
消
防
出で

初ぞ
め

式
を

行
い
ま
す
。
消
防
出
初
式
は
、
消

防
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
、
年
頭

の
決
意
表
明
の
催
し
で
す
。

　

彦
根
市
消
防
職
・
団
員
総
勢
５

２
０
人
と
、
は
し
ご
車
、
救
助
工

作
車
な
ど
消
防
車
両
32
台
、
消
防

団
バ
イ
ク
隊
の
16
台
が
出
場
し
ま

す
の
で
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
０
時
15
分

場
所　

彦
根
城
大
手
前
公
園(

金

亀
町)

内
容　

分
列
行
進
、
車
両
行
進
、

彦
根
鳶と

び

は
し
ご
乗
り
演
技
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
防
火
演

技
、
一
斉
放
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警

防
課
☎
22
‐
０
３
３
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
‐
９
４
２
７
番

　

１
月
26
日
は
、
世
界
的
な
文
化

遺
産
で
あ
る
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂

壁
画
が
焼
失
し
た
日
（
昭
和
24
年
）

で
す
。

　

こ
の
日
を
中
心
に
、
貴
重
な
国

民
的
文
化
財
産
を
火
災
・
地
震
、

そ
の
ほ
か
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

防
火
を
心
が
け
る
意
識
を
地
域
ぐ

る
み
で
高
め
る
運
動
を
し
て
い
ま

消
防
出
初
式

す
。

　

彦
根
市
に
は
、
彦
根
城
を
は
じ

め
、
多
く
の
文
化
財
が
各
地
域
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の

中
で
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
貴

重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、

次
の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
を
守
る
２
つ
の
約
束

①
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
近
く
で

　

た
き
火
な
ど
の
火
災
の
原
因
と

な
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
文
化
財
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課
☎
22
‐
０
３
３
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
‐
９
４
２
７
番

　

平
成
23
年
中
の

消
防
本
部
の

救
急
出
場
件
数
は
５
、
４
７
３
件

で
、
平
成
13
年
か
ら
の
10
年
間
で

約
１
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
救
急
車
が
、
緊
急
の

傷
病
者
の
た
め
に
出
場
で
き
る
よ

う
、「
１
１
９
番
」
通
報
の
前
に
、

本
当
に
救
急
車
が
必
要
か
ど
う
か

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
性
の
な
い
状
態
で
救
急
車

を
呼
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

▼
夜
間
・
休
日
の
病
院
が
分
か
ら

な
い
と
い
う
理
由
で
利
用
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

▼
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
機
関
の

代
わ
り
に
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

た
だ
し
、
救
急
車
以
外
に
搬
送

の
手
段
が
な
く
、
緊
急
に
医
療
機

関
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
は
、
迷
わ
ず
す
ぐ
に
救
急
車

を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警

防
課
☎
22
‐
０
３
３
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
‐
９
４
２
７
番

文
化
財
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

１
月
26
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

救
急
車
の
適
正
利
用

を
お
願
い
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習

日
時　

２
月
13
日
㈬
・
同

14
日
㈭　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

場
所　

消
防
本
部(

西
今

町)　
定
員　

72
人(

先
着
順
、　

消
防
本
部
管
内
者
を
優

先) 

費
用　

４
、７
０
０
円(

資

料
、
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

申
込
期
間　

１
月
21
日
㈪

～
同
25
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課
☎

22-

０
３
３
２
番
、
消

防
署
南
分
署
☎
43-

５
６
７
０
番
、
同
北
分

署
☎
23-

０
１
１
９
番
、

同
犬
上
分
署
☎
38-

３
１
３
０
番

稲
枝
東
小
で
親
子
が

ク
リ
ス
マ
ス
ス
イ
ー
ツ
作
り

　12月8日、稲枝東小学校（稲部町）で、クリ
スマススイーツを親子で作る催しがあり、親子
約 100 人が参加しました。
　同小の PTA が主催したもので、地元の洋菓
子店のパティシエから、スイーツ作りの指導を
受けた後、ロールケーキや、シュークリームを
使ったスイーツを作りを楽しみました。
　参加者は、チョコなどを使ってスイーツの飾
り付けをした後、「おいしいね」と言いながら
食べて笑顔になりました。

　

12
月
14
日
、城
北
小
学
校

（
松
原
町
）
で
、同
小
の
２
年

生
が
、地
元
の
農
家
の
皆
さ

ん
を
招
い
て
、「
大
根
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
使

わ
れ
た
大
根
は
、湖
東
定
住

自
立
圏
の
事
業
で
児
童
と

地
域
の
生
産
者
が
交
流
し

な
が
ら
収
穫
し
た
も
の
で

す
。

　

児
童
ら
が
農
家
の
皆
さ

ん
に
、歌
や
演
奏
で
お
礼
を

し
た
り
、手
紙
を
渡
し
た
り

し
た
後
、み
ん
な
で
豚
汁
を

味
わ
い
ま
し
た
。教
室
で
は

多
く
の
児
童
の
「
お
か
わ

り
！
」
の
声
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。　

とれたての大根入り豚汁に舌鼓
自分で収穫した大根の味は格別！

おうみ狂言図鑑 2013
　
演目　【古典】二

ふ た り

人袴
ばかま

、【新作】続 ･ 鮒
ふな

ずしの憂
ゆう

うつ
　　　【古典】太

た

刀
ち

奪
うばい

出演　茂山千五郎、茂山あきら、茂山正邦、茂山
童司、丸石やすし、増田浩紀　ほか

※都合により出演者の変更があることがあります。
日時　3月8日㈮　18：30 開演（18：00 開場）

場所　みずほ文化センター（田原町）多目的ホール
入場料　一般 2,000 円、18 歳以下 1,000 円（全席指定）

入場券発売開始日　1月5日㈯
入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね市文

化プラザ、平和堂アル・プラザ彦根くらしの
サービスセンター、ビバシティ平和堂くらしの
サービスセンター

問い合わせ先　みずほ文化センター
　☎ 43-8111、FAX43-8112

彦根市青少年健全育成フォーラム

日時　2月2日㈯　13：30 〜 16：10
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
内容
▶作文、絵画・ポスター特選者　表彰
▶青少年活動顕彰　表彰・発表
▶小・中学生作文　発表「わたしのふるさと」、中

学生広場「私の思い 2012」
▶講演　「子どもの思い・気持ちを受けとめよう〜

親子のコミュニケーションの在り方を考える〜」
　講師　那

な

須
す

光
こう

章
しょう

さん （滋賀県立大学名誉教授）

▶その他　「わたしのふるさと」絵画、「豊かな心
をはぐくむ家庭づくり」絵画・ポスターの入賞
作品をエコーホール前で展示します。

※手話通訳を行います。
問い合わせ先　 子ども青少年課　
　☎ 26-0994、FAX26-1768

お わ び と 訂 正
広報ひこね 12 月 1 日の 4 ページにある「貯金（基金積立金）」のグラフの縦軸が、「基本積立金」とあるのは「基
金積立金」の誤りでした。また、5 ページにある「貸借対照表」の借方の資産合計の単位と「純資産変動計算書」
の期末純資産残高の単位が、「千円」とあるのは「万円」の誤りでした。おわびして訂正します。
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市営住宅 入居者
　　 
募集する住宅
　一般向け：高宮竹之腰団地、
　　　　　　岡町団地　　　　　　各 1 戸
　※いずれも世帯用（単身での入居はできません）

申込期間　1月30日㈬〜 2月8日㈮
入居決定の時期　3月上旬頃
入居できる時期　3月中旬以降
申込書配布開始日　1月23日㈫
申込・問い合わせ先　 住宅管理室
　☎ 30-6123、FAX22-1398　
※本人または同居（同居予定を含む）の家族が、

住宅管理室（市役所１階）に申込書など
を提出してください。申し込みには条件
がありますので、詳しくは事前にお問い
合わせください。

彦
根
市
日
中
友
好
協
会

春
節
交
流
会

〈
内
容
〉一
緒
に
中
国
の
家
庭
料
理

を
作
っ
て
食
事
を
し
た
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

交
流
を
深
め
ま
す
。　
〈
日
時
〉１

月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４

時　

※
料
理
の
手
伝
い
に
参
加
で

き
る
人
は
午
前
９
時
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。　
〈
場
所
〉市
民
会
館

２
階　
〈
参
加
費
〉２
千
円　

※
小

学
生
～
大
学
生
５
０
０
円
、
中
国

国
籍
の
人
は
５
０
０
円　
〈
申
込

期
間
〉
１
月
８
日
㈫
～
同
18
日
㈮

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
日
・
月
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉☎
０
９
０-

３
９
２

４-

２
９
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

onushi1818@
yahoo.co.jp

（
担

当　

北
村
さ
ん
）　

※
電
話
で
、
市

民
・
国
際
交
流
サ
ロ
ン
☎
22-

５

９
３
１
番
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

み
そ
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉み
そ
を
作
る
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。　
〈
日
時
〉１
月
26

日
㈯
・
同
27
㈰　

い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
～
同
４
時　
〈
場
所
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね（
清
崎
町
）

　
〈
定
員
〉
両
日
と
も
20
組
（
先
着

順
）　

※
親
子
も
可
。　
〈
参
加
費
〉

１
組
２
千
円　
〈
持
ち
物
〉エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾　
〈
申
込
期
間
〉
１

月
７
日
㈪
～
同
15
日
㈫　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

ひ
こ
ね
☎
25-

３
９
０
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電
話

か
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
。

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
・
社
会
人
の
た
め
の

基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

〈
内
容
〉
就
職
、仕
事
に
活
用
で
き

る
論
理
思
考
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
習
得
し
ま
す
。
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
始
め
る
の
で
、
初

心
者
か
ら
学
べ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
作
り
ま
で
行
い

ま
す
。　
〈
日
程
〉
▼
事
前
説
明

会　

１
月
８
日
㈫　

午
後
７
時
～

同
９
時　

▼
講
座　

１
月
15
日
～

２
月
26
日
（
全
７
回
）　

い
ず
れ
も

火
曜
日
の
午
後
７
時
～
同
９
時　

〈
場
所
〉
彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ

ボ (

銀
座
町)　
〈
対
象
〉
彦
根
市
・

愛
荘
町
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多

賀
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

で
、
18
歳
～
65
歳
程
度　
〈
定
員
〉

20
人　
〈
参
加
費
〉
１
万
４
千
円

（
全
７
回
分
）　
〈
申
込
期
限
〉
１
月

９
日
㈬　

午
後
１
時　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
の
理
科
離

れ
を
な
く
す
会　
Ｅ
メ
ー
ル　hiko

nesp00@
gm

ail.com
    

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　http://e-kagaku.com

/
hikone

内
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
か
、
①
名
前
（
ふ
り
が
な
）
②
住

所
③
電
話
番
号
④
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

５
２
５
８
番
）
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

「
車
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
!!
」

〈
内
容
〉
身
の
回
り
に
あ
る
材
料

で
、
子
ど
も
と
遊
べ
る
車
を
作
っ

た
後
、
子
ど
も
と
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
び
ま
す
。　
〈
日
時
〉１
月
26
日

㈯　

午
前
10
時
～
同
11
時
30
分　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対
象
〉
０
～

３
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

無
料　
〈
申
込
期
間
〉１
月
８
日
㈫

～
同
17
日
㈭
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
５
時　
〈
持
ち
物
〉筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
子
ど
も
が
乗
れ
る
程
度

の
大
き
さ
の
段
ボ
ー
ル
、
車
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
え
る
物
（
包

装
紙
、
空
き
容
器
な
ど
）　
〈
託
児
〉

20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座

〈
内
容
〉
彦
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
協
会
は
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、

郷
土
の
歴
史
文
化
や
自
然
風
土
を

お
も
て
な
し
の
心
で
紹
介
し
、
彦

根
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
案
内
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
こ
れ
か
ら

ガ
イ
ド
活
動
を
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
人
の
た
め
に
開
き
ま
す
。

〈
日
時
〉
１
月
30
日
～
３
月
６
日

の
毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）　

い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
～
同
４
時　

〈
講
座
内
容
〉
ガ
イ
ド
に
必
要
な

知
識
の
講
義
や
、
彦
根
城
な
ど
で

の
現
地
研
修
、
現
役
ガ
イ
ド
の
体

験
談
な
ど　
〈
参
加
費
〉５
０
０
円

（
資
料
代
）　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
関

心
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
全
て
の

講
座
に
出
席
で
き
る
人　
〈
定
員
〉

10
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
１

月
10
日
㈭
～
同
21
日
㈪　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
観
光
案

内
所
（
彦
根
駅
前
）
☎
22-

２
９
５

４
番
、
公
益
社
団
法
人
彦
根
観
光

協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
９
１
９
番

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
標
語

〈
内
容
〉
総
務
省
で
は
、
10
月
１

日
を
調
査
期
日
と
す
る
「
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
実
施
に
当
た
り
、
標
語
を
募

集
し
ま
す
。　
〈
注
意
事
項
〉
応

募
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
応
募
点
数
は
１

人
１
点
で
す
。　
〈
申
込
期
限
〉

２
月
７
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
総
務
省
統
計
局
国
勢
統

計
課　

住
宅
・
土
地
調
査
広
報
担

当
（
〒
１
６
２-

８
６
６
８　

東
京
都

新
宿
区
若
松
町
19-

１
）
☎
03-

５
２

７
３-

１
０
０
５
番
、Ｅ
メ
ー
ル　

jyutakukouhou@
soum

u.go.jp

　

※
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
①

作
品
②
氏
名
③
性
別
④
年
齢
⑤
住

所
⑥
電
話
番
号
⑦
職
業
（
小
・
中
学

生
、
高
校
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
）

を
書
い
て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い

え
こ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

〈
内
容
〉環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ

市
民
の
皆
さ
ん
の
輪
を
広
げ
、
よ

り
よ
い
環
境
と
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
築
く
た
め
、「
え
こ
リ
ー

ダ
ー
（
環
境
推
進
員
）」
を
養
成
し
ま

す
。
地
域
の
環
境
を
学
習
し
た
り
、

子
ど
も
の
環
境
学
習
を
支
援
す
る

活
動
（
出
前
講
座
な
ど
）
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
〈
日
程
〉
▼
養
成

講
座
の
開
講
式　

１
月
19
日
㈯　

午
後
３
時
30
分
～
、
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
・
プ
ラ
ザ
（
大
東
町　

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）　

▼
福
井
県
池

田
町
の
見
学　

１
月
26
日
㈯  

午

前
９
時
～
、
市
役
所
に
集
合
（
現

地
に
は
バ
ス
で
行
き
ま
す
）、
参
加
費

１
、
５
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
）　

※
池
田
町
は
、「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

事
業
」「
町
民
環
境
集
会
」
な
ど

の
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
環

境
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
第
５

回
自
治
体
環
境
グ
ラ
ン
プ
リ
環
境

大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。　

〈
申
込
期
限
〉
１
月
16
日
㈬　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

生
活
環

境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

０
３
９
５
番

バ
ラ
剪せ

ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
バ
ラ
の
冬
季
剪
定
は
、１

月
下
旬
か
ら

２
月
上
旬
が

適
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時

期
に
合
わ
せ

て
、
剪
定
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
１
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
30

分
～
同
３
時　

※
荒
天
の
場
合
は

１
月
18
日
㈮
に
順
延　
〈
場
所
〉庄

堺
公
園
バ
ラ
園
（
開
出
今
町
）　
〈
参

加
費
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
剪
定
ハ

サ
ミ
、革
手
袋　
〈
そ
の
他
〉
野
外

で
の
講
習
で
す
。
防
寒
着
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
都
市
計
画
課
☎
30-

６
１
２

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

子
ど
も
体
験
教
室

「
織
物
に
ち
ょ
う
せ
ん
！
」

〈
内
容
〉自
分
で
紡つ

む

い
だ
糸
な
ど
を

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス

タ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。　
〈
日

時
〉
２
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
同
３
時　
〈
場
所
〉
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　

〈
対
象
〉
小
学
生
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
20
人

（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉
３
０
０
円

〈
申
込
開
始
日
〉２
月
９
日
㈯
午
前

8
時
30
分
～　
〈
持
ち
物
〉筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
大
き
め
の
フ
ォ
ー

ク　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
科
学
教
室

「
電
子
体
温
計
を
つ
く
ろ
う
！
」

「
超
低
温
・
超
伝
導
実
験
」

〈
内
容
〉
実
験
が
大
好
き
な
皆
さ

ん
、
科
学
の
実
験
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　

※
見
学
も
で
き
ま

す
。　
〈
日
時
〉１
月
27
日
㈰　

▼

「
電
子
体
温
計
を
つ
く
ろ
う
！
」　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
、
▼

「
超
低
温
・
超
伝
導
実
験
」　

午
後

１
時
30
分
～
同
４
時　
〈
場
所
〉

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
（
大

東
町　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）　

〈
対
象
〉
彦
根
市
・
愛
荘
町
・
豊

郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
に
在
住

の
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生　

〈
定
員
〉
各
24
人　
〈
参
加
費
〉
無

料　
〈
申
込
期
限
〉１
月
22
日
㈫　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど

も
の
理
科
離
れ
を
な
く
す
会　

Ｅ

メ
ー
ル　

hikonesp00@
gm

ail.
com

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
e-kagaku.com

/hikone

内
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
か
、①
名
前
（
ふ

り
が
な
）②
住
所
③
電
話
番
号
④
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

５
２
５
８
番
）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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「
福
を
招
く
め
で
た
い
も
の
」
と
言
わ

れ
て
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
鶴
亀
や

松
竹
梅
、
七
福
神
、
宝
船
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
日
本

で
は
、
古
来
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
吉き

っ

祥し
ょ
う（

よ
い
し
る
し
、
め
で
た

い
し
る
し
）
と
し
て
愛
好
さ
れ
、美
術
工
芸

品
に
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
徳
の
高
い
天
子
の
治
世
に
現

れ
る
と
い
う
鳳ほ

う

凰お
う

や
、
邪
気
を
祓は

ら

う
聖
獣

で
あ
る
獅
子
、
神
通
力
を
持
つ
仙
人
と

い
っ
た
、
想
像
上
の
存
在
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
近
に
目
に
す
る
動
植
物
に
も
、

実
は
吉
祥
の
意
味
を
持
つ
も
の
が
多
く

あ
る
の
で
す
。

　

井
伊
家
の
家
紋
で
あ
る
橘

た
ち
ば
なも
そ
の
一

つ
。
橘
の
実
は
、『
古
事
記
』
に
不
老
長
寿

の
理
想
郷
常と

こ

世よ
の

国く
に

に
実
る
非と

き

時じ
く
の

香か
く
の

実こ
の
みと

記
さ
れ
、
冬
で
も
萎し

ぼ

ま
ず
、
長
く
よ
い
香

り
を
保
つ
こ
と
か
ら
、
永
遠
の
命
を
も
た

ら
す
果
実
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
写

真
１
は
、
そ
の
果
実
を
た
わ
わ
に
実
ら
せ

た
橘
を
描
い
た
扇
。
輝
く
金
地
と
橘
を
組

み
合
わ
せ
た
、
明
る
く
め
で
た
い
図
様
で

す
。
一
方
の
裏
面
に
も
、
銀
地
に
松
の
大

樹
と
三
羽
の
鶴
が
描
か
れ
て
お
り
、
金
銀

と
長
寿
の
象
徴
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
非

常
に
め
で
た
い
意い

匠し
ょ
うと
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
古
代
よ
り
神
の
乗
物
と
さ

れ
、「
鹿
」
の
字
が
福
禄
寿
の
「
禄ろ

く

」
と

同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
長
寿
の
象
徴
と

さ
れ
る
鹿
。
俊
敏
に
飛
び
回
っ
て
虫
を
捕

ら
え
る
た
め
、
勝か

ち

虫む
し

と
呼
ば
れ
た
蜻と

ん
ぼ蛉
は
、

矢
を
入
れ
る
箙え

び
ら

や
刀
の
鐔つ

ば

な
ど
の
武
具

に
し
ば
し
ば
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
身
の
回
り
で
用
い
る
道
具

の
い
く
つ
か
も
、
そ
の
形
や
使
用
方
法
か

ら
、
福
を
招
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
吉
祥
と
さ

れ
て
き
た
の
が
扇
で
す
。
扇
は
別
名
を
末

広
と
言
う
よ
う
に
、
先
の
広
が
っ
た
そ
の

形
が
、
次
第
に
栄
え
て
い
く
こ
と
を
意
味

す
る
末
広
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
め
で
た

い
道
具
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
写
真
１
の

扇
は
、
長
寿
の
象
徴
を
組
み
合
わ
せ
た
デ

ザ
イ
ン
だ
け
な
く
、
扇
そ
の
も
の
が
ま
ず

め
で
た
い
も
の
な
の
で
す
。

　

一
方
、
七し

め
五
三
縄な

わ

は
、
そ
の
用
途
か
ら

吉
祥
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。
七
五
三
縄
は
、

も
と
も
と
境
界
を
示
し
、
出
入
り
禁
止
の

印
と
し
て
張
り
巡
ら
す
縄
。
特
に
神
社
な

ど
の
神
聖
な
場
所
を
区
別
す
る
た
め
に

用
い
、
ま
た
、
新
年
に
は
災
い
の
進
入
を

防
ぐ
た
め
に
門
に
張
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
魔
を
退
け
る
吉
祥
と
考
え
ら
れ

た
よ
う
で
す
。「
黒
漆
塗
七
五
三
縄
蒔ま

き

絵え

鞍く
ら

」（
写
真
２
）
は
前
輪
と
後し

ず

輪わ

に
蒔
絵
で

七
五
三
縄
を
表
し
た
鞍
。
左

ひ
だ
り

縒よ

り
の
藁わ

ら

縄な
わ

に
、
藁
の
茎
、
裏う

ら

白じ
ろ

、
譲

ゆ
ず
り

葉は

、
紙か

み

四よ
つ

手で

を

一
定
間
隔
に
吊つ

る

し
て
い
ま
す
。
新
年
に
飾

る
七
五
三
縄
を
、
鞍
と
い
う
武
具
に
表
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
魔
除
け
だ
け

で
は
な
く
、
新
し
い
局
面
を
切
り
開
く
と

い
う
意
味
も
、
あ
る
い
は
込
め
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
架
空
の
存
在
か
ら
身
近

な
動
植
物
、
手
回
り
品
ま
で
、
実
に
多
種

多
様
な
も
の
が
吉
祥
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
表
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
道
具
を
身
近
に
置
き
、
使
う
こ
と
で
、

そ
の
不
思
議
な
力
に
あ
や
か
ろ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。
吉
祥
を
表
し
た
美
術
工

芸
品
に
は
、
人
々
の
福
を
願
う
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

茨
木
恵
美
）

　
　
身
近
に
あ
る
福
を
招
く
も
の

　
写
真
の
作
品
は
、テ
ー
マ
展
「
新

年
の
寿
ぎ
―
吉
祥
の
デ
ザ
イ
ン
―
」

で
、１
月
１
日
（
火
・
祝
）
か
ら
同
29

日
㈫
の
期
間
、
展
示
し
ま
す
。（
期

間
中
無
休
）

▲写真１　扇（表） 金地橘図　江戸時代

▲写真２　黒漆塗七五三縄蒔絵鞍　江戸時代
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※特に記載のないときは無料です。

　市民の皆さんなどが、日頃、練習を重ねてきた成
果を発表する場として、また、優れた舞台芸術に
親しみ鑑賞していただく機会として、昨年に引き
続き、ひこね市文化プラザで「プラザフェスティ

バル 2013」を開催します。
　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。
※問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080

プラザフェスティバル２０１３ ～出会いと交流、そして創造へ～

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
の
配
布
開
始
日　

１
月
９
日
㈬

入
場
整
理
券
の
配
布
場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
・

　

市
民
会
館
・
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
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※特に記載のないとき、相談料は無料です。

182013・1・1

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
る
と
、「
個
人

情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
人
の

情
報
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別

で
き
る
情
報
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

事
例
の
場
合
は
、
相
談
者
の

個
人
情
報
が
無
断
で
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る

社
会
で
は
、
個
人
の
情
報
は
守

ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
す

が
、
全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ

か
ら
の
勧
誘
電
話
や
手
紙
に
、

「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

個
人
情
報
を
提
供
し
た
覚

え
が
な
い
の
に
、
家
族
構
成
や

生
年
月
日
を
ど
こ
で
調
べ
た

の
か
、
こ
ち
ら
の
名
前
や
電
話

番
号
を
な
ぜ
知
っ
て
い
る
の

か
を
、
相
手
に
聞
い
て
み
た
く

な
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
被
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
、

自
分
の
個
人
情
報
が
社
会
の

中
に
流
出
し
て
い
る
と
考
え
、

注
意
を
す
る
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

誰
か
に
個
人
情
報
を
伝
え

る
場
合
は
、
利
用
の
目
的
を
聞

い
て
み
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

利
用
目
的
に
疑
問
を
感
じ
た

と
き
は
、
伝
え
た
人
に
問
い
合

わ
せ
を
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
危
険
を
感
じ
た

ら
、
伝
え
た
情
報
の
利
用
の
停

止
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
誰
に
」「
ど

の
よ
う
な
情
報
を
」「
何
の
た

め
に
」
を
確
認
し
て
か
ら
、
伝

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
個

人
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
他
人

の
個
人
情
報
に
も
配
慮
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
や
不
安
な
と

き
は
、
お
気
軽
に
相
談
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
商
品
を
送
り
ま
す
」

と
、
こ
ち
ら
の
住
所
と
名
前
を
確
認
す
る
電

話
を
受
け
た
。「
送
り
主
は
誰
か
」
と
聞
く
と
、

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
知
人
の
名
前
を
答

え
た
。「
も
う
い
な
い
人
物
か
ら
商
品
が
届
く

の
は
お
か
し
い
」
と
伝
え
る
と
、
相
手
は
何

も
言
わ
ず
に
電
話
を
切
っ
た
。
自
分
の
個
人

情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
が
心
配
だ
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

（
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番

（
土
・
日
曜
日
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番

ご
み
の
減
量

　

お
店
に
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を

持
っ
て
行
き
、
不
要
な
レ
ジ
袋

を
断
る
こ
と
で
、
無
駄
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
国
内
で
は
年
間
に
、
約
３
０

０
億
枚
の
レ
ジ
袋
と
約
28
億

枚
の
紙
袋
が
使
い
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
１
人
当
た
り
に
す
る
と
、
年

間
３
０
０
枚
近
く
の
レ
ジ
袋

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
し
、

そ
れ
を
５
年
に
１
度
買
い
か

え
る
と
す
る
と
、
マ
イ
バ
ッ

グ
１
枚
で
レ
ジ
袋
１
、
２
５

０
枚
と
紙
袋
１
１
６
枚
分
の

働
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

省
資
源

▼
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
こ
と
で
、

貴
重
な
資
源
を
大
事
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
10
枚
の
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め

に
、
２
０
０
cc
の
コ
ッ
プ
１

　

杯
の
石
油
が
必
要
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

▼
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
は
、

「
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
」
か
ら
、「『
も
っ
た
い

な
い
』
の
心
を
大
切
に
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
へ
変
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み

は
、「
誰
に
で
も
」「
簡
単
に
」

で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

　

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
か

ら
、
環
境
に
優
し
い
消
費
行
動

が
生
ま
れ
る

こ
と
で
、
容

器
包
装
全
般

の
削
減
の
取

り
組
み
に
も

つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

参
考
資
料　

環
境
省
『
３
Ｒ
ま

な
び
あ
い
ブ
ッ
ク
』（
平
成
23

年
３
月
改
訂
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
１
回　

ど
う
し
て
『
レ
ジ
袋
』
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
の
？
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平
成
24
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
こ

れ
が
最
終
の
機
会
で
す
の
で
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
28
日
㈭

受
付
時
間
（
申
込
時
に
Ａ
～
Ｄ
の
中
か
ら
選

ん
で
く
だ
さ
い
）

▼
男
性

　

Ａ　

午
前
９
時
～
同
25
分

　

Ｂ　

午
前
９
時
35
分
～
同
55
分

▼
女
性

　

Ｃ　

午
前
10
時
10
分
～
同
35
分

　

Ｄ　

午
前
10
時
45
分
～
同
11
時
５
分

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
同
11
時

検
査
料
金

▼
胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円

▼
大
腸
が
ん
検
診　

５
０
０
円

申
込
方
法　

予
約
制
。
事
前
に

健
康

推
進
課
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
～
２
月

20
日
㈬　

※
胃
が
ん
検
診
は
、
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

※
胃
や
大
腸
で
手
術
を
受
け
た
り
治
療

中
で
あ
る
人
な
ど
、
受
診
し
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
申
込
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

（
平
成
24
年
度
最
終
日
程
の
ご
案
内
）



23 2013・1・1 222013・1・1

上う
え

野の

祥さ
ち

歩ほ

ち
ゃ
ん

（
竹
ケ
鼻
町
）

佐さ

藤と
う

杏あ

美み

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

青あ
お

木き

悠は

流る

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

「
は
た
ち
の
献
血
」 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

冬
季
は
献
血
す
る
人
が

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。新
た
に
成
人
式
を
迎
え

る
「
は
た
ち
」
の
人
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
献
血
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

特
に
、「
成
分
献
血
」「
４

０
０
㎖
献
血
」の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

健
康

推
進
課
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
8
1
号

（
平
成
2
5
年
1
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,5
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

世界の状況
　日本ユネスコ協会によると、学校に行けない
子どもが 6,100 万人、読み書きができない 15
歳以上の成人が７億 7,500 万人いるといわれ
ています。　

　書き損じはがき１枚（45 円）で、各国では次
のものが買えます。
▶アフガニスタン　ノート２冊
▶カンボジア　消しゴム２個
▶ラオス　チョーク 35 本
▶ネパール　鉛筆 7 本

表
紙
の
写
真

　

昨
年
、
大
雪
が
降
っ
た
日
に
撮

影
し
た
一
枚
で
す
。
前
の
晩
か
ら

天
気
予
報
を
確
認
し
て
、
翌
朝
に
、

城
の
石
段
を
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

白
雪
や
青
空
と
競
演
す
る
国
宝
の

彦
根
城
天
守
で
す
。

　

彦
根
市
は
、
こ
の
天
守
を
は
じ

め
、
歴
史
的
価
値
が
高
い
建
造
物

と
周
辺
の
市
街
地
が
一
体
と
な
っ

て
、
情
緒
や
風
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち

な
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
、
こ
れ

ら
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
良
好

な
形
で
伝
え
て
い
く
た
め
、
今
後

も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

先
人
か
ら
引
き
継
ぐ
宝

　

雪
化
粧
し
た
天
守

人口と世帯数
　　　　　　平成24年12 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,789 人（＋ 65）
　  55,713 人（＋　9）

57,076 人（＋ 56）
44,620 世帯（＋ 33）

今月の納税 市県民税（第 4 期） 1月31日㈭までに納めましょう

※口座振替ではない人で、納付書が届いていなければ、ご連絡ください。
問い合わせ先　 税務課☎ 30-6140、FAX22-1398

　　

紛
争
や
貧
困
の
た
め
に
、
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
大
人
に

な
っ
た
人
や
、
学
校
を
中
途
退
学

せ
ざ
る
を
え
な
い
子
ど
も
が
、「
学

び
の
場
＝
寺
子
屋
」
で
読
み
書
き

や
計
算
な
ど
を
学
べ
る
機
会
を
支

援
す
る
活
動
で
す
。

　

書
き
損
じ
は
が
き
や
未
使
用
の

は
が
き
を
寄
付
す
る
こ
と
で
、
１

枚
当
た
り
45
円
の
募
金
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
は
が
き
の
回
収

や
募
金
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
を
通
じ
て
、
途
上
国
へ
の
教

育
支
援
に
役
立
て
ま
す
。

　

書
き
損
じ
や
未
使
用
の
は
が
き

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
ポ
ス
ト

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次

の
日
程
で
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
ポ
ス
ト
設
置
場
所
（
２
月
15

日
㈮
ま
で
）　

教
育
委
員
会
、
市

役
所
、
市
立
図
書　

館
、
各
地

区
公
民
館
な
ど

募
金
箱
設
置
日
時
・
場
所　

２
月

１
日
㈮　

午
後
４
時
～
同
５
時
、

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
竹
ケ
鼻
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
ユ
ネ
ス
コ

協
会
事
務
局
（

教
育
委
員
会
生

 　

涯
学
習
課
内
）
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

書
き
損
じ
は
が
き
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

書き損じはがきはどうなるの？
　〜支援までの流れ〜

　→書き損じはがき（寄付）の回収
　　→ボランティアが集計
　　　→郵便局で切手に交換
　　　　→日本ユネスコ協会連盟に送付
　　　　　→企業の協力で現金化
  　　　　　→教育を受けられない
　　　　　　　世界の子どもなどの
　　　　　　　学習支援のために活用


